








2005.5.12 第 84回セミナー    参加者 21名
 浅沼　順（筑波大学 陸域環境研究センター）
  「米国デューク大学滞在報告」
2005.5.30 第 85回セミナー    参加者 35名
 Jean-Yves Parlange（米国コーネル大学）
   Fingering and Infiltration
2005.6.28 第 86回セミナー    参加者 17名
 関口智寛（筑波大学 陸域環境研究センター）
  「瀬戸内海松山市沖海域の砂堆の特徴と堆積環境」
2005.7.21 第 87回セミナー    参加者 12名
 植村　立（国立極地研究所）
  「古気候指標としての水安定同位体比の可能性－最近の極域アイスコアの研究例－」
2006.2.6. 第 88回セミナー    参加者 25名
 Roy C. Sidle（京都大学 防災研究所 地盤災害研究部門）
  Spatial and Temporal Aspects of  Sedimentation Related to Land Use: Keys to Assessing   
  Sustainable Land Use Practices
2006.2.24 第 89回セミナー     参加者 13名
 C. M. Madduma Bandara （スリランカ・ペラデニヤ大学地理学教室）





































8101 ER型を用いて海底地形の測深を，'04年 7月 3・
4日に RD Instruments社製超音波ドップラー流速プ



















 * 筑波大学陸域環境研究センター  * 筑波大学陸域環境研究センター
 ** （株）ナイトライド・セミコンダクター
 *** （株）オーシャンエンジニアリング 
 **** 愛媛大学
－ 138 －
 * 国立極地研究所　気水圏研究グループ
形成しているのに対し，南部では潮汐渦の発達によ
り渦中心へ堆積物が集まって砂堆が発達したものと
推測される．
古気候指標としての
水安定同位体比の可能性 
̶最近の極域アイスコアの研究例̶
植村　立 *
　極域のアイスコアには，過去 10万年以上にわたる
気候変動の記録が保存されている．なかでも，水の
安定同位体比は気温変動の復元につかわれる重要な
指標である．水の同位体比から気温を復元するには
「同位体比と気温の相関関係」をもとにした「同位体
温度計」を用いることが一般的であるが，気温推定
の妥当性については，いくつかの問題が指摘されて
いる．
　本発表では，この「水同位体温度計に関する研究
の現状」を紹介する．また，水蒸気起源海域の環境
復元をすることで，同位体温度計の精度向上にも役
立つと期待されている d-excessをもちいた研究につ
いて，日本隊が掘削した南極ドームふじアイスコア
の研究例を紹介する．
